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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、実習中の医療事故回避に必要な看護学教員の教授活動を自己評価する尺度
を開発することである。
第1段階として、自由記述式の質問紙調査を実施し、実習中の医療事故を回避するために看護学教員が実施している対
策と実践40種類８側面を明らかにした。第２段階として、第1段階の成果を基盤として、教員が看護学実習中の教授活
動を自己評価する8下位尺度56項目から構成される測定用具『実習中の医療事故回避に向けた教授活動自己評価尺度』
を作成した。今後の課題は、作成した自己評価尺度を用いて全国の看護学教員を対象とした調査を実施し、信頼性妥当
性を検証し、実習安全FD展開モデルを開発することである。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a scale to self-evaluate the teaching act
ivity of the nursing faculties in order to avoid the risk of medical accidents during the nursing clinical
 practicum.
 A free description questionnaire survey was conducted as the first step. As a result, 40 categories and 8
 aspects of measures implemented by the nursing faculties to avoid the medical accidents during the clinic
al nursing practicum were clarified.The second step was to develop a"Teaching Activity Self-evaluation Sca
le for the Safety of the Nursing Clinical Practicum Designed for the Nursing Faculties" which was a measur
ing tool comprised of 8 sub-scales and 56 items to allow the nursing faculties to self-evaluate their teac
hing activities during the nursing clinical practicum on the basis of the result of the first step. The fu
ture challenge is to conduct a national survey for the nursing faculties using the developed self-evaluati
on scale and to verify the reliability.

研究分野：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 看護学実習は、あらゆる看護の場において、
各看護学の講義,演習により得た科学的知識、
技術を実際のクライエントを対象に実践し、
既習の理論、知識、技術を統合、深化、検証
するとともに看護の社会的価値を顕彰する
授業である。 
 しかし、近年、医療の現場では、平均在院
日数の短縮や患者の重症化、医療・看護内容
の高度化から看護職者の業務が多忙を極め、
インシデント・医療事故が多発している。 
 看護学実習もこのような医療の場の深刻
な影響を受けている。実習中の学生のインシ
デント・医療事故に関する調査は、看護学生
の多くが、実習中にインシデントを経験する
ことを明らかにした。また、この中には、重
大な医療事故につながる経験も多いことが
指摘されている。さらに、事故体験が得られ
るシミュレーション演習の効果を検討した
研究は、学生が事故体験を通し「自分も事故
を起こす存在である」という認識を獲得する
一方、事故体験による心的衝撃が大きく、無
力感や意欲低下が生じる可能性を示唆した。 
 以上は、医療の場の現状を受け、看護学実
習中の学生によるインシデント・医療事故も
増加傾向にある可能性を示す。また、インシ
デントや医療事故の経験が学生の外傷体験
となり、将来の職業選択・職業継続にも影響
する可能性が高いことを示唆している。 
 さらに学生によるインシデント、医療事故
の多発を受け持ち患者の立場から捉えたと
き、この状況は、患者の安全・安楽が少なか
らず脅かされており、患者が本来看護師から
受けるべきサービスの質が保証されていな
いことを意味する。学生によるインシデン
ト・医療事故の発生を回避することは学生の
受け持ちとなった患者の権利を保障する上
でも重要であり、患者に対する看護の質が保
証できなければ、学生の実習機会そのものを
縮小せざるを得なくなることは必至である。 
 学生による医療事故防止に関する研究を
概観した結果は、看護学生の特性やインシデ
ント・アクシデントとの関係の解明、学生自
身のインシデント・アクシデント対策や実態、
学生の医療安全の意識向上に向けた教育方
法の検討などが多いことを示した。これらの
研究は、学生自身の医療安全や事故防止に対
する知識・技術・態度を向上し、結果的に医
療事故を回避するために有効である。しかし、
看護学実習を行う学生は、看護学の知識・技
術を習得する過程にあり、学生個人の能力で
インシデント・アクシデントを回避すること
には限界がある。このことは、実習中の医療
事故を回避する責任は学生本人ではなく、学
生の学習状況や、個別性を熟知した教員にあ
ることを示す。 
 このような看護学実習を取り巻く現状の
中、看護学教員は、学生の実習目標達成に向
け、様々な教授活動を展開している。看護学
実習における教員の教授活動を分析した結

果は、看護学教員が、【教員役割達成に向け
た視座と指導方法の転換】という行動をして
いることを明らかにした。また、この概念の
示す教員役割には、「学生の学習目標達成と
その効率化」「学生の受け持ち患者の安全・
安楽の確保」「学生の実習による病棟業務・
治療停滞の防止」「学生の円滑な指導受け入
れの調整」という４側面があることを明らか
にした。これら４側面の役割のうち「学生の
受け持ち患者の安全・安楽の確保」は、看護
学実習中の医療事故の防止を通して患者へ
の医療の質を保証しようとする役割であり、
この役割を果たすために看護学教員が様々
な教授活動を行っている可能性が高い。しか
し、看護学教員が、学生による医療事故を回
避するために具体的に何をしているのか。す
なわち、看護学教員が実際に講じている看護
学実習中の医療事故防止のための対策と実
践は明らかになっていない。 
 看護教育学における先行研究は、看護師が、
医療事故防止に向け現実に講じている対策
と実践 38 種類を導いた。また、この成果に
基づき看護職者が、患者の安全保証に必要な
行動を見直し、改善するために活用可能な
『患者安全のための看護実践自己評価尺度』
がすでに開発されている。 
 そこで、本研究は、この先行研究を参考に
看護学教員が現実に講じている「看護学実習
中の医療事故回避のための対策と実践」を明
らかにし、これを基盤として、教員が、実習
中の学生による医療事故回避に向けた教授
活動を見直し、改善するための自己評価尺度
を開発する。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、実習中の医療事故回避に
必要な看護学教員の教授活動を自己評価す
る尺度を開発することである。 
 第 1 段階は、自由記述式の質問紙調査を実
施し、実習中の医療事故を回避するために看
護学教員が実施している対策と実践を明ら
かにする。第２段階は、第 1 段階の成果を基
盤として、理論的枠組みを構築し、教員が看
護学実習中の教授活動を自己評価する測定
用具『実習中の医療事故回避に向けた教授活
動自己評価尺度』を作成する。また、作成し
た自己評価尺度を用いて全国の看護学教員
を対象とした調査を実施し、その信頼性、妥
当性を検証する。 
  
３．研究の方法 
(1)基盤研究 実習中の医療事故防止に向け
た教員の対策と実践の解明 
①測定用具：教員の医療事故防止に向けた対
策と実践を問う自由回答式質問と教員の特
性を問う選択回答式質問からなる自作質問
紙を用いた。質問紙の内容的妥当性は、看護
教育学を専門とする研究者による検討とパ
イロットスタディにより確保した。②データ
収集：無作為抽出と便宜的抽出により選定し



た全国の看護系大学・短期大学 56 校、看護
専門学校 153 校のうち、研究への協力を承諾
した 92 校に就業する教員 741 名を対象とし
た。質問紙は、郵送法により教育管理責任者
を通じて配布した。③調査期間：2011 年３月
７ 日 から６ 月 ６日。 ④ データ 分 析 ：
Berelson,B.の方法論を参考にした看護教育
学における内容分析を用いた。自由回答式質
問に対する回答のうち、1 内容を含む１セン
テンスを１記録単位とし、個々の記録単位を
意味内容の類似性に基づき分類・命名した。
カテゴリの信頼性確保のため、２名の看護教
育学研究者に無作為抽出した記録単位を形
成したカテゴリに再分類するように依頼し
た。再分類した結果の一致率を Scott,W.A の
計算式を用いて算出した。⑤倫理的配慮：返
信用封筒を用いて対象者が無記名・個別に投
函する方法により質問紙を回収し、対象者の
自己決定・匿名の権利を保障した。また、所
属大学倫理委員会の承認を得た。 
 
(2)基盤研究発展型応用研究：実習安全のた
めの教授活動自己評価尺度の開発 
 国内外の文献検討の結果と基盤研究の結
果明らかとなった実習中の医療事故防止に
向けた教員の対策と実践 40 種類８側面を照
合し、理論的枠組みを構築し、質問項目の作
成とレイアウトを行った。 
  
４．研究成果 
(1) 実習中の医療事故防止に向けた教員の
対策と実践 
 返送された質問紙は 313 部であり（回収率
42.2％）、有効回答305部を分析対象とした。 
①対象者の特性：対象者の所属機関は、大学
が 70名（23.0％）、短期大学が 14名（4.6％）、
看護専門学校が 202 名（66.2％）であった。
対象者の年齢は、28 歳から 65 歳の範囲であ
り、平均 45.7 歳（SD=7.7）であった。教員
経験年数は、１年から 31 年の範囲であり、
平均 9.6 年（SD=6.9）であった。教員の職位
は、助手から教授を含み、担当する実習の種
類は、基礎看護学実習から、地域看護学実習
まで多様であった。 
②実習中の医療事故防止に向けた教員の対
策と実践： 
・第一段階 
自由回答式質問に対する 305 名の記述は、
2561 記録単位に分割できた。このうち実習中
の医療事故防止に向け教員が講じている対
策と実践を明記した 2281 記録単位を分析し
た結果、63 カテゴリが形成された。しかし、 
カテゴリの精度が低く、事故防止に向けた対
策と実践としてさらに洗練させる必要性が
示唆された。また、その原因を検討した結果、
抽象的な記述、意味不明な記述、研究のため
の問いに対応していない記述が十分除外で
きていないことが明らかとなった。そのため、 
記録単位を再度点検し、再分析を実施した。 
 

・第２段階 
 再分析の結果、自由回答式質問に対する
305名の記述は、2636記録単位に分割できた。
このうち実習中の医療事故防止に向け教員
が講じている対策と実践を明記した 1443 記
録単位を分析した結果、40カテゴリが形成さ
れた（表）。Scott,W.A.の計算式に基づくカ
テゴリへの再分類の一致率は 83.5%、72.5％
であり、カテゴリが信頼性を確保している事
を示した。 
 40 カテゴリを考察した結果は、看護学実習
中の医療事故防止に向けた教員の対策と実
践が次のような特徴を持つことを示した。 
 40 カテゴリのうち 16,18,19,26,28,32,40 
は、教員が実習開始に先立ち、安全保証に必
要な指導体制を構築する、学生の技術習得度
の最終点検を行う、教員自身の準備状態を整
える、安全保証の観点から受け持ち患者を決
定するなど様々に準備をしている状況を表
しており、『実習開始に先立つ周到な準備』
という特徴があることを示唆した。 
 8,13,22,27,35 は、教員が、学生、患者、
家族、指導者とのコミュニケーションを密に
することに加え、学生自身が、臨床指導者に
対して必要な報告・連絡・相談を行うように
支援し、インシデントや医療事故を防止して
いる状況を表しており、『関係者との安全保
証に向けた密接なコミュニケーション』とい
う特徴があることを示唆した。 
2,12,30,37,38,39 は、教員が学生の援助に伴
う危険性を査定し、その結果に基づき対策を
構想した上で、学生の個別性に合わせた指導
や危険を回避するための指導方法を決定、展
開している状況を表しており、『安全保証を
配慮した指導方法の決定と展開』という特徴
があることを示唆した。 
1,4,6,9,10,23,36 は、教員が、患者の情報を
収集した上で、学生の準備状態や立案した計
画を点検し、計画を修正したり補足したりす
るほか、参加の仕方の変更を求める、教員、
指導者のいずれかが実践に同行できるよう
に学生同士の計画を照合するなど、必要に応
じて適切な内容に調整する状況を表してお
り、『学生の計画と準備状態の点検と適切化』
という特徴があることを示唆した。 
11,15,31,33,34 は、教員が、学生による看護
実践に参加し、その過程を観察しながら、必
要に応じて学生の緊張を緩和したり、援助を
代行する一方、計画から逸脱した援助を実施
している学生を探索するなど自ら医療事故
を防止している状況を表しており、『学生に
よる看護実践への参加と医療事故未然防止』
という特徴があることを示唆した。 
3,20,21,25,29 は、教員が臨床指導者と協力
して、双方が計画の点検に関わるとともに、
いずれかが援助に参加し学生による援助の
安全を確保したり、インシデントや事故の情
報を共有し、対策を検討している状況を表し
ており、『教員・臨床指導者協同による実践
の安全保証』という特徴があることを示唆し



た。 
5,7,14,17 は、実習前・中・後のいずれかに
教員が学生に医療安全や事故防止対策につ
いての知識を提供したり、学生同士が協議し
たり、共有する機会や危険性の高い援助を対
象に事前練習する機会を設けている状況を
表しており、『安全保証に必要な学習機会の
設定と提供』という特徴があることを示唆し
た。 
24 は、教員が、学生および自身の健康状態を
管理している状況を表しており、『健康状態
の管理』という特徴があることを示唆した。 
   
 
(2) 測定用具開発のための理論的枠組み構     
築 
 文献検討の結果に基づき、実習中の医療事
故防止に向けた教員の対策と実践を表す 40
カテゴリ、８側面を基盤とした測定用具開発
のための理論的枠組みを構築した。 
 
① 本研究が開発を目指す測定用具の構成概

念は、「実習中の学生による医療事故防止
に向けた教授活動の質」であり、その開
発の基盤として「実習中の学生による医
療事故防止に向け教員が講じている対策
と実践」の全容を包括する８側面を活用
する。 

② これら８側面とは、『Ⅰ実習開始に先立つ

周到な準備』、『Ⅱ関係者との安全保証に
向けた密接なコミュニケーション』、『Ⅲ
安全保証を配慮した指導方法の決定と展
開』、『Ⅳ学生の計画と準備状態の点検と
適切化』、『Ⅴ学生による看護実践への参
加と医療事故未然防止』、『Ⅵ教員・臨床
指導者協同による教授活動』、『Ⅶ安全保
証に必要な学習機会の設定と提供』、『Ⅷ
健康状態の管理』であり、これら８側面
を下位尺度として、各々の側面に包括さ
れるカテゴリを参考に質問項目を作成・
尺度化する。また、これらの下位尺度お
よび質問項目の順序性に配慮し、回答者
が測定用具の意図を理解し、適切に回答
できるような教示文を配してレイアウト
する。 

③ 専門家会議・パイロットスタディによる
検討を通し、「実習安全のための教授活動
自己評価尺度−教員用−（試行版）」を構成
することで内容的妥当性が確保できる。 

④ 構成した「実習安全のための教授活動自
己評価尺度−教員用−（試行版）」を用いた
調査を実施し、各質問項目を削除した場
合のクロンバックα信頼性係数、項目間
相関係数、I-T（項目−全体）相関係数の
算出、因子分析を行い内的整合性、構成
概念妥当性が確保できるように質問項目
を選定し、尺度を再構成する。再構成し
た「実習安全のための教授活動自己評価



尺度−教員用−（試行版）」に対して、クロ
ンバックαの信頼性係数の算出、因子分
析、「看護問題対応行動自己評価尺度」得
点との相関係数の算出、再テスト法を実
施することにより、内的整合性、構成概
念妥当性、基準関連妥当性、安定性を検
証することができる。また、これらの過
程を通して信頼性・妥当性を確保した「実
習安全のための教授活動自己評価尺度−
教員用−」が完成する。 

⑤ 看護学実習事故防止尺度を通して、教員
が、自らの教授活動を自己評価すること
により、教員の医療事故防止に向けた教
授活動は、質・量ともに充実し、実習中
の学生による医療事故の減少および学生
の受け持ち患者の安全保証に貢献する。 

 
(3)実習安全のための教授活動自己評価尺度
-看護学教員用の作成- 
 
① 質問項目の作成・尺度化とレイアウト 

第１に、「実習中の学生による医療事故
防止に向けた教員の対策と実践」の全容
を包括する８側面を下位尺度とし、各下
位尺度が７質問項目から構成されるよ
うに合計 56 質問項目を作成した。その
際、各質問項目が具体的かつ単一の内容
を問い、回答者にとって理解しやすい表
現となるように留意した。 

② 第２に、各質問項目を５段階リカート法
により尺度化し、選択肢を「非常に当て
はまる（５点）」から「全く当てはまら
ない（１点）」とした。第３に、教員が
活用する際に、質問項目に回答すること
を通して、下位尺度が測定する側面から
自己の傾向を把握できるように、下位尺
度ごとに質問項目を配置した。また、下
位尺度や下位尺度内の各質問項目は、理
解の容易さなどを考慮し回答しやすい
配列とした。 

③ 内容的妥当性の検討 
看護教育学博士後期課程修了者を中心
とした研究会議を通して、実習指導経験
を持つ看護教育学研究者により複数回
検討した。 

 
(4)教員の個人特性を問う特性調査紙を作成
し、同時に内容的妥当性を検討した。特性調
査紙は、教員の個人特性を問う自記式質問、
選択回答式質問、『看護問題対応行動自己評
価尺度』から構成した。 
 
(5)今後の課題 
 質問項目が、現実の実習状況を想定した具
体的かつ適用範囲の広い内容となるために
修正を繰り返し、想定よりも時間を要した。 
平成 26 年度に、専門家会議、パイロットス
タディ、本調査を実施し、質問項目を選定し、
自己評価尺度の信頼性・妥当性を確保する。 
また、開発した自己評価尺度を中核に据えた

実習安全 FD プログラム展開モデルを開発す
ることが今後の課題である。 
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